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愛媛県今治市山之内川で採集されたシナヌマエビ 
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種の記録 

Atyidae ヌマエビ科 

Neocaridina davidi (Bouvier, 1904)  

シナヌマエビ（写真 1） 

標本 採集年月日：2023年 7月 29日．採集場所：愛

媛県今治市大西町山之内川（34.0492N,132.9197 

E）．採集方法：タモ網．採集数：5個体．標本保管：株

式会社相愛内（液浸） 

種の特徴 

前側角部に棘を有する．オスの第 1 腹肢内肢は洋梨

状の形状（写真 2A）．額角は短く，先端は触覚鱗先

端に届かない（写真 2B）．オスの第 1 歩脚腕節前縁

の凹みは大きく（写真 2C），第 3 歩脚の掌節は湾曲

する（写真 2D）．体色は淡褐色の地色に茶褐色の縞

と斑点を持つ個体が多いが変異に富む．  

備考 

分類は豊田・関（2014；2019），三次ほか（2021）を参

考にした．本種は中国，台湾，韓国原産の国外外来

種であるが，活きた釣り餌として輸入され，日本各地

の野外水域で確認されている（斎藤ほか，2011）．愛

媛県ではこれまで未記録であった．山之内川では中

流域の水際植生の中で採集され，生息数は極めて

多い．同じカワリヌマエビ属で，静岡県以西の本州，

四国，九州に在来分布するミナミヌマエビ N. 

denticulata (De Haan, 1884)とは交雑することが知られ

ており，正確な同定には DNA 分析が必要とされてい

る（Onuki and Fuke, 2022）．ここでは前述の諸形質に

加え，ミナミヌマエビや交雑が疑われる個体は確認さ

れなかったことからシナヌマエビと同定した． 
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写真１ Neocaridina davidi (Bouvier, 1904)  

シナヌマエビ 

写真 2 各部の形態 


